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(57)【要約】
【課題】蛇口を設けても使い勝手や美観を大きく損なう
ことがなく、容易に設置可能な貯湯式給湯装置を提供す
る。
【解決手段】
給湯接続口部１３から分岐され段差凹み部１１にて前方
に突出して設けられた給湯蛇口２０と、給湯蛇口２０に
対応した位置の上端から切り欠いて設けられた切り欠き
部２１を有し、段差凹み部１１を覆う前カバー１６と、
切り欠き部２１の給湯蛇口２０よりも上部を閉塞する補
助板２３とを具備し、補助板２３の一端側に前カバー１
６の切り欠き部２１近傍に設けられた係止部２６と係合
する係合部２８を設けると共に、補助板２３の他端側に
フレーム部１４と前パネル１０の間に挟み込んで固定す
る固定部２７を設け、給湯蛇口２０の付け根部分を前カ
バー１６および補助板２３にてに隠蔽した。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　湯水を貯湯する貯湯タンクと、前記貯湯タンク下部に給水する給水管と、前記貯湯タン
クからの湯を給湯する給湯管と、前記貯湯タンクを収容し、前面下部に設けられた段差凹
み部を有した形状で、少なくとも前パネルを着脱可能に構成された外装体と、前記段差凹
み部の天部に設けられたフレーム部と、前記フレーム部下面に露出し前記給水管と外部配
管とを接続する給水接続口部と、前記フレーム部下面に露出し前記給湯管と外部配管とを
接続する給湯接続口部とを備えた貯湯式給湯装置において、
前記貯湯式給湯装置は、前記給湯接続口部から分岐され前記段差凹み部にて前方に突出し
て設けられた給湯蛇口と、前記給湯蛇口に対応した位置の上端から切り欠いて設けられた
切り欠き部を有し、前記段差凹み部を覆う前カバーと、前記前カバーの切り欠き部の前記
給湯蛇口よりも上部を閉塞する補助板とを具備し、
前記補助板の一端側に前記前カバーの切り欠き部近傍に設けられた係止部と係合する係合
部を設けると共に、前記補助板の他端側に前記フレーム部と前記前パネルの間に挟み込ん
で固定する固定部を設け、前記給湯蛇口の付け根部分を前記前カバーおよび前記補助板に
てに隠蔽したことを特徴とする貯湯式給湯装置。
【請求項２】
　前記給水接続口部から分岐され前記段差凹み部にて前方に突出して設けられた給水蛇口
を備え、
前記前カバーは、前記給湯蛇口と前記給水蛇口に対応した位置の上端から切り欠いて設け
られた切り欠き部を有し、
前記補助板は、前記前カバーの切り欠き部の前記給湯蛇口および前記給水蛇口よりも上部
を閉塞する構成とし、前記補助板は、前記前カバーの切り欠き部近傍に設けられた係止部
と係合する係合部と、前記補助板の他端側に前記フレーム部と前記前パネルの間に挟み込
んで固定する固定部とが設けられ、
前記給湯蛇口および前記給水蛇口の付け根部分を前記前カバーおよび前記補助板にて隠蔽
したことを特徴とする請求項１記載の貯湯式給湯装置。
【請求項３】
　前記切り欠き部は前記給湯蛇口に対応する部位と前記給水蛇口に対応する部位の間に前
記カバーが上側に延出された岬状部を設け、
前記補助板は前記給湯蛇口に対応する部位と前記給水蛇口に対応する部位を下端から切り
欠いて設けられた切り込み部を設けると共に、前記給湯蛇口に対応する部位と前記給水蛇
口に対応する部位との間に補助板が下側に延出された延出部を設け、
前記岬状部に前記係止部を設けると共に、前記延出部に前記係合部を設けたことを特徴と
する請求項２記載の貯湯式給湯装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は貯湯式給湯装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来よりこの種の貯湯式給湯装置においては、特許文献１に示すように、器具外装体内
に断熱材で包まれた貯湯タンクを配置し、器具全面下方には段差凹み部が設けられ、段差
凹み部の天面から給水管接続口部と給湯管接続口部が露出し、それをカバーによって隠し
ているものである。
【０００３】
　そして、給水管接続口部や給湯管接続口部には小径の水抜き栓が設けられていることが
一般的であり、貯湯式給湯装置の周囲に水道蛇口が設けられていない場合に、水抜き栓を
開放することで給水または給湯を行うことも可能なものであった。
【０００４】



(3) JP 2012-132620 A 2012.7.12

10

20

30

40

50

　また、特許文献２のように、ガス給湯機などにおいては、給湯管途中から分岐して水道
蛇口を設け、屋外で給水または給湯を行えるようにしたものがあった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００４－１４４４３８号公報
【特許文献２】特開平０７－１５８９７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところが、水抜き栓は一般に小径であるため、一般的な水道蛇口として用いるのには十
分な流量を得ることができないもので、特許文献２のように、給水管接続口部および給湯
管接続口部の水抜き栓の代わりに水道蛇口を設ければ十分な流量を得ることができる。
【０００７】
　しかし、貯湯式給湯装置の段差凹み部付近に水道蛇口を設けると、配管接続部分付近の
カバーをすることができなくなるため、美観を大きく損ねてしまう。
【０００８】
　そこで、本発明は、蛇口を設けても使い勝手や美観を大きく損なうことがなく、容易に
設置可能な貯湯式給湯装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は上記課題を解決するために、湯水を貯湯する貯湯タンクと、前記貯湯タンク下
部に給水する給水管と、前記貯湯タンクからの湯を給湯する給湯管と、前記貯湯タンクを
収容し、前面下部に設けられた段差凹み部を有した形状で、少なくとも前パネルを着脱可
能に構成された外装体と、前記段差凹み部の天部に設けられたフレーム部と、前記フレー
ム部下面に露出し前記給水管と外部配管とを接続する給水接続口部と、前記フレーム部下
面に露出し前記給湯管と外部配管とを接続する給湯接続口部とを備えた貯湯式給湯装置に
おいて、前記貯湯式給湯装置は、前記給湯接続口部から分岐され前記段差凹み部にて前方
に突出して設けられた給湯蛇口と、前記給湯蛇口に対応した位置の上端から切り欠いて設
けられた切り欠き部を有し、前記段差凹み部を覆う前カバーと、前記前カバーの切り欠き
部の前記給湯蛇口よりも上部を閉塞する補助板とを具備し、前記補助板の一端側に前記前
カバーの切り欠き部近傍に設けられた係止部と係合する係合部を設けると共に、前記補助
板の他端側に前記フレーム部と前記前パネルの間に挟み込んで固定する固定部を設け、前
記給湯蛇口の付け根部分を前記前カバーおよび前記補助板にてに隠蔽した。
【００１０】
　また、前記給水接続口部から分岐され前記段差凹み部にて前方に突出して設けられた給
水蛇口を備え、前記前カバーは、前記給湯蛇口と前記給水蛇口に対応した位置の上端から
切り欠いて設けられた切り欠き部を有し、前記補助板は、前記前カバーの切り欠き部の前
記給湯蛇口および前記給水蛇口よりも上部を閉塞する構成とし、前記補助板は、前記前カ
バーの切り欠き部近傍に設けられた係止部と係合する係合部と、前記補助板の他端側に前
記フレーム部と前記前パネルの間に挟み込んで固定する固定部とが設けられ、前記給湯蛇
口および前記給水蛇口の付け根部分を前記前カバーおよび前記補助板にて隠蔽した。
【００１１】
　また、前記切り欠き部は前記給湯蛇口に対応する部位と前記給水蛇口に対応する部位の
間に前記カバーが上側に延出された岬状部を設け、前記補助板は前記給湯蛇口に対応する
部位と前記給水蛇口に対応する部位を下端から切り欠いて設けられた切り込み部を設ける
と共に、前記給湯蛇口に対応する部位と前記給水蛇口に対応する部位との間に補助板が下
側に延出された延出部を設け、前記岬状部に前記係止部を設けると共に、前記延出部に前
記係合部を設けた。
【発明の効果】
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【００１２】
　本発明によると、給湯蛇口あるいは給水蛇口を露出させて設けて使い勝手を確保でき、
蛇口を露出させたまま配管接続部分のカバーを簡単に取り付けることができると共に、蛇
口の付け根付近をきれいに隠蔽することができるため美観を大きく損なうことがない。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施形態の貯湯式給湯装置の外観斜視図
【図２】同一実施形態の断面図
【図３】同一実施形態の前カバーおよび補助板を外した状態を説明する斜視図
【図４】同一実施形態の組み付け状態を説明するための図
【図５】同一実施形態のＡ－Ａ断面図
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　次に、本発明の一実施形態の貯湯式給湯装置について図面に基づいて説明する。
　１は熱源（図示せず）で加熱された湯水を貯湯する貯湯タンク、２は貯湯タンク１の外
周を覆う断熱材、３は貯湯タンク１下部に給水する給水管、４は貯湯タンク１上部から給
湯する給湯管、５は貯湯タンク１を支える支持脚、６は天板７、側板８、底板９、前パネ
ル１０、段差凹み部１１より構成され貯湯タンク１を収容する外装体である。
【００１５】
　前記段差凹み部１１の天面には、給水管３を外部配管と接続するための給水接続口部１
２と、給湯管４を外部配管と接続するための給湯接続口部１３とが固定されたフレーム部
１４が設けられている。
【００１６】
　１５は側板８の下端から支持脚５および段差凹み部１１の側面を覆う側面カバー、１６
は段差凹み部１１の正面を覆う前カバーで、側面カバー１５の前端部には、前カバー１６
の両側部のツメ１７を引っ掛ける穴部１８が設けられているものである。
【００１７】
　１９は前カバー１６から露出するように設けられた給水蛇口、２０は前カバー１６から
露出するように設けられた給湯蛇口で、給水蛇口１９は給水接続口部１２から分岐して設
けられ、給湯蛇口２０は給湯接続口部１３から分岐して設けられている。
【００１８】
　２１は、前カバー１６の給水蛇口１９および給湯蛇口２０に対応した位置の上端から切
り欠いて、給水蛇口１９に対応する位置と給湯蛇口２０に対応した位置の間に前カバー１
６が上側に延出された岬状部２２を有した切り欠き部である。この切り欠き部２１は、給
水蛇口１９および給湯蛇口２０に対応する部位がそれぞれＵ字状に形成されているもので
ある。
【００１９】
　２３は給水蛇口１９および給湯蛇口２０よりも上部の切り欠き部２１の開口を閉塞する
補助板で、２４は、補助板２３の下端から給水蛇口１９および給湯蛇口２０に対応した位
置を切り欠いて設けられ、給水蛇口１９および給湯蛇口２０に対応する部位との間に補助
板２３の下側に延出された延出部２５を有した切り込み部である。この切り込み部２４は
、給水蛇口１９および給湯蛇口２０に対応する部位がそれぞれ半円状に形成されているも
のである。
【００２０】
　前カバー１６の岬状部２２の先端には、補助板２３と係合するための係止部２６として
のネジ穴が設けられ、補助板２３の上端の一側には、フレーム部１４と前パネル１０との
間に挟み込んで固定する固定部２７としてのネジ穴が設けられ、補助板２３の延出部２５
の先端には、前カバー１６の岬状部２２先端の係止部２６と係合する係合部２８としての
ネジ穴が設けられている。
【００２１】
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　そして、補助板２３の延出部２５の係合部２８と前カバー１６の岬状部２２の係止部２
６とをネジ穴位置を合わせ、また、フレーム部１４のネジ穴と前パネル１０のネジ穴位置
に合わせて補助板２３の固定部２７のネジ穴位置を合わせ、化粧ネジ２９、３０によって
それぞれ係合・固定されるものである。
【００２２】
　この貯湯式給湯装置の設置時において、設置作業者は前カバー１６の切り欠き部２１の
岬状部２２が給水蛇口１９と給湯蛇口２０の間に位置するように斜め下方向から前カバー
１６の上端が前パネル１０とフレーム部１４との間に差し込むと同時に、前カバー１６の
左右両端のツメ１７を側面カバー１５の前縁の穴部１８に引っ掛け、仮固定する。
【００２３】
　そして、補助板２３の切り込み部２４の延出部２５が給水蛇口１９と給湯蛇口２０の間
に位置させて補助板２３の下端を給水蛇口１９および給湯蛇口２０の前端側に位置させ、
補助板２３の上端を前パネル１０と前カバー１６との間に斜め下方向から差し込み、補助
板２３の延出部２５の係合部２８のネジ穴と、前カバー１６の岬状部２２の係止部２６の
ネジ穴位置を重ね、化粧ネジ２９をねじ込んで固定する。
【００２４】
　次に、前パネル１０のネジ穴、補助板２３の固定部２７のネジ穴、フレーム部１４のネ
ジ穴位置を重ね、化粧ネジ３０でねじ込んで、前パネル１０と補助板２３とをフレーム部
１４に共締め固定している。さらに、前パネル１０の下端と、前カバー１６の上端とを重
ね合わせてフレーム部１４に共締めして固定し、前パネル１０、前カバー１６、補助板２
３とを容易かつ強固に取り付け固定することができる。
【００２５】
　このようにして、貯湯式給湯装置に給水蛇口１９および給湯蛇口２０を内蔵させて設け
ても、給水蛇口１９および給湯蛇口２０のハンドルやホース接続部が装置外に露出して蛇
口の使い勝手を確保できると共に、前カバー１６および補助板２３は簡単に取り付け固定
することができ、給水蛇口１９および給湯蛇口２０の付け根部分は前カバー１６および補
助板２３によって隠すことができ、しかも、給水蛇口１９および給湯蛇口２０の付け根部
分の開口を小さくすることが可能で、蛇口付近の美観を保つことができて、貯湯式給湯装
置の外観を損ねることがない。
【００２６】
　さらに、貯湯式給湯装置に給水蛇口１９または給湯蛇口２０を内蔵させたことで、屋外
で気軽に水または湯を使うことができるようになると共に、従来必要であった屋外用の水
栓柱といった給水設備をなくすことができるものである。
【００２７】
　また、水抜き栓あるいはエア抜き栓を設けなくとも給湯蛇口２０を水抜き栓あるいはエ
ア抜き栓として利用可能で、蛇口のハンドルによって開栓、閉栓操作が容易で、かつ、開
口が大きいため、貯湯タンク１または配管の排水または貯湯タンク１の水張りが迅速に行
える利点も有する。
【００２８】
　なお、上記実施形態では給水蛇口１９と給湯蛇口２０を両方内蔵した構成を説明したが
、給湯蛇口２０のみを内蔵し、給水蛇口１９を設けない構成としても良い。その場合、前
カバー１６の切り欠き部２１および補助板２３の切り込み部２４の形状は単なるＵ字状と
するようにし、補助板２３の係止部２６および固定部２７は補助板２３の切り込み部２４
を挟んだ両端に設け、前カバー１６の係合部２８は補助板２３の係止部２６に対応する位
置の切り欠き部２１の一側に設けるようにしても良いものである。
【００２９】
　また、補助板２３の係止部２６および前カバー１６の係合部２８は、ネジ固定以外の形
態でも良いもので、例えば前カバー１６に係合部２８としての差し込み部を開設し、補助
板２３に係止部２６としての爪部を設け、差し込み部に爪部を差し込んで係合・固定する
ように構成してもよい。
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【符号の説明】
【００３０】
　１　貯湯タンク
　３　給水管
　４　給湯管
　６　外装体
１０　前パネル
１１　段差凹み部
１２　給水接続口部
１３　給湯接続口部
１４　フレーム部
１６　前カバー
１９　給水蛇口
２０　給湯蛇口
２１　切り欠き部
２２　岬状部
２３　補助板
２４　切り込み部
２５　延出部
２６　係合部
２７　固定部
２８　係止部

【図１】 【図２】
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